
日 時：令和６年２月２０日(火) 13：30 

場 所：市役所 政策会議室 

出席者：市長、教育長、理事、政策推進室長、総務部長、福祉部長、地域振興部長、 

建設部長、教育次長、消防長、財政課長、農林課長、水産課長、観光交流課長、

土地活用推進課長、防災課長、まちづくり推進課長補佐 

取材者：東海新報社、岩手日報社、毎日新聞社、河北新報社、朝日新聞社、読売新聞社、

ＩＢＣ岩手放送、ＮＨＫ、岩手建設工業新聞 

（敬称略、順不同） 

 

市長挨拶 

本日は、令和５年度第５回目の記者会見ということで、よろしくお願いいたします。 

本題に入る前に、昨日、ダイソー創業者の矢野博丈様がお亡くなりになったとの報

道がございました。矢野様には、ワタミオーガニックランドの音楽堂の建設に際しま

して、多大なるご支援をいただいたところでございます。また、昨年８月には野外音

楽堂のオープン式典の際に、当市まで遠いところをお越しいただき、大変印象深い素

敵なご挨拶をいただきました。これまで当市に対して、温かくご支援いただいた矢野

様に、心から感謝を申し上げ、謹んでお悔やみを申し上げます。 

明日から市議会の定例会が開会いたします。私が市長に就任して１年になり、私の

市政方針演述や令和６年度の当初予算案など大変重要な審議がございますので、緊張

感を持って丁寧にしっかりと臨みたいと考えております。詳細につきましては、担当

部課長よりご説明いたします。 

 

３ 会見項目 

⑴ 令和６年第１回市議会定例会について 

 

総務部長） 

令和６年第１回市議会定例会について、総務部長よりご説明いたします。 

会期につきましては、２月２１日から３月２２日までの３１日間で、一般質問通告

件名につきましては、１０名から通告を受けております。提出案件でありますが、提

出議案が２７件であります。 

 

案件の内容につきまして、ご説明をいたします。 

議案第１号は「令和５年度一般会計の補正予算（第７号）」に係る専決処分について

であります。 

議案第２号は「人権擁護委員の候補者の推薦について」でありますが、人権擁護委

員の任期が満了するので、その後任の候補者を推薦しようとして提案するものであり

ます。 

 



議案第３号は「陸前高田市まちづくり総合計画後期基本計画の策定について」であ

りますが、陸前高田市まちづくり総合計画後期基本計画を策定しようとして提案する

ものであります。 

議案第４号から議案第６号は「市道路線の廃止」「変更」及び「認定」についてであ

りますが、復興事業の完了、一般県道長部漁港線への移管等に伴うものであります。 

議案第７号は「字の区域の変更について」でありますが、横田町における経営体育

成基盤整備事業により字の区域を変更しようとするものであります。 

議案第８号は「令和５年度 陸前高田市 一般会計 補正予算（第８号）」であります。 

 

資料２、補正予算説明書の１ページをお開き願います。 

今回の補正の内容でありますが、令和６年１月の豪雨災害に係る災害復旧事業費及

び各事業費の精算見込み等に伴う補正を計上しているところであり、歳入歳出予算の

総額から、それぞれ３億２，２４６万２千円を減額し、総額をそれぞれ１８４億

３，１０３万６千円とするものであります。 

事業の主な内容につきましては、補正予算説明書の２ページ以降に記載しておりま

すので、参照願います。 

 

議案第９号は「国民健康保険特別会計」、議案第１０号は「後期高齢者医療特別会計」、

議案第１１号は「介護保健特別会計」の補正予算でありますが、説明は割愛させてい

ただきます。 

議案第１２号は「陸前高田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例」でありますが、行政手続きにおける特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の改正に伴い、所要の改正をしようとするものでありま

す。 

議案第１３号は「陸前高田市奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例」であり

ますが、奨学資金貸付基金について、貸付け又は給付に係る資金に充てるため、所要

の改正をしようとするものであります。 

議案第１４号は「陸前高田市手数料条例の一部を改正する条例」でありますが、戸

籍法の一部改正に伴う所要の改正であります。 

議案第１５号は「陸前高田市漁港管理条例及び漁港の区域内の水域又は公共空地に

おける土砂採取料等の徴収等に関する条例の一部を改正する条例」でありますが、漁

港漁場整備法及び岩手県漁港管理条例の一部改正に伴う所要とともに、漁港施設等の

占用料を改定しようとするものであります。 

議案第１６号は「陸前高田市介護保険条例の一部を改正する条例」でありますが、

陸前高田市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定に伴う介護保険料率等の

改定をしようとするものであります。 

 



議案第１７号は「陸前高田市市営住宅条例の一部を改正する条例」でありますが、

市営住宅和野団地の戸数を減じようとするものであります。 

議案第１８号は「陸前高田市道路占用料条例及び道路法等の適用を受けない公共用

財産の管理に関する条例の一部を改正する条例」でありますが、道路法施行令の一部

改正を受け、岩手県が道路占用料徴収条例を一部改正することに伴い、道路占用料を

改定しようとするものであります。 

議案第１９号は「陸前高田市消防法等の事務に係る手数料条例の一部を改正する条

例」でありますが、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴う所要

の改正であります。 

議案第２０号は「陸前高田市上下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例」でありますが、地方自治法の一部改正に伴う所要の改正であります。 

議案第２１号は「陸前高田市水道事業給水条例の一部を改正する条例」であります

が、水道整備及び管理行政に係る権限が厚生労働大臣から国土交通大臣に移管される

ことに伴う所要の改正であります。 

議案第２２号から議案第２７号までは、令和６年度予算（案）でありますが、内容

につきましては、このあと別途説明をいたします。 

 

財政課長） 

令和６年度「当初予算（案）の概要」について、ご説明いたします。 

令和６年度予算におきましては、「１ 予算編成方針」のとおり、一つ目として、社

会情勢の変化に起因する原油価格及び物価高騰の影響による市内経済の状況などを見

極めながら、必要な施策を推進するとともに、市内経済の活性化や市民の安定した生

活を確保した上で、市民に寄り添い協働のまちづくりを進めながら、地域課題の解決

を図る必要があるとしております。 

二つ目として、「陸前高田市まちづくり総合計画」の後期基本計画期間の初年度とな

ることから、前期基本計画の取り組みの成果や新たに確認された課題などに基づき、

実施するべき施策の内容を検討し、後期基本計画を着実に推進する予算とするため、

実施計画に基づく事業を展開し、その成果を着実にあげる必要があるとしております。 

三つ目として、原油価格・物価高騰による経済状況や、復旧・復興事業完了に伴う

市税等の減収が見込まれる中、「ビルド＆スクラップ」「選択と集中」の２点について

意識するとともに、費用対効果、効率性及び経費節減の観点から、全ての事務事業を

精査することとし、創意と工夫により限られた財源の最大限の重点的かつ効果的な活

用を図ることとしたところであります。 

 

「２ 予算の特徴」につきましては、一般会計予算額は、１６９億５,０００万円と

なりました。 

前年度と比べ、７．１％増となった要因としましては、企業の立地に伴う立地促進

補助金の増等によるものであります。 



２ページをご覧願います。 

「３ 一般会計当初予算の推移」でありますが、令和６年度は前年度比１１億

２,３００万円、７.１％の増となり、企業の立地に伴う立地促進補助金や陸前高田斎

苑火葬炉等改修工事費などが増加したことに伴い、令和６年度の当初予算額は前年度

より増加となっているところであります。 

 

「４ 予算（案）の内訳（一般会計）」であります。区分につきましては、「まちづ

くり総合計画」における８つの基本目標ごとに事業を区分し、集計しております。 

まず、「１ 復興の確実な推進と誰もが安心して暮らすまちづくり」でありますが、 

旧吉田家住宅主屋復旧事業費、防災集団移転用地管理事業費、及び、被災者見守り・

交流推進事業費など、９事業で５億５,８４０万５千円。 

次の「２ 快適に気持ちよく暮らすまちづくり」でありますが、市道改良舗装事業

費、交通確保対策事業費、及び、ふるさとタクシー助成事業費など、４３事業で

３０億１,４９３万１千円。 

次の「３ 安全・安心で環境にやさしいまちづくり」でありますが、いわて消防指

令共同化推進事業費、防災行政無線等施設整備事業費、及び、可燃物運搬中継施設管

理事業費など、３９事業で１１億４,０８０万円。 

次の「４ 子どもたちを健やかに育むまちづくり」でありますが、法人立保育園等

児童保育実施事業費、放課後児童健全育成事業費、及び、子どもの未来応援事業費な

ど、７５事業で１９億２,２６７万９千円。 

 

３ページをご覧願います。 

「５ ともに支え、健康に暮らすまちづくり」でありますが、障がい者自立支援給

付事業費、ふるさと納税活用事業費、及び、介護・障がい施設職員奨学金返還支援事

業費など、５０事業で３０億６,６５６万８千円。 

「６ 市民と築く交流と連携の住みよいまちづくり」でありますが、コミュニティ

施設整備事業費、人口定住増加対策推進事業費、及び、自治会館等整備事業費など、

１６事業で２億１,９９４万３千円。 

「７ 活気に満ちあふれ豊かに暮らすまちづくり」でありますが、企業立地奨励事

業費、交流人口拡大事業費、及び、がんばる海の担い手育成対策事業費など、６０事

業で１５億１,４２２万４千円。 

「８ 市民にわかりやすく健全な行財政運営」でありますが、財産管理事務費、長

期債償還元金、及び、斎苑維持管理事業費など、３０事業で３４億３,４７３万２千円。 

「９ その他」として、人件費や管理事務経費等、８０事業で２０億７,７７１万

８千円。 

総計で４０２事業、１６９億５,０００万円であります。 

 

４ページは、「主な基金の残高見込み」でありますのでお目通し願います。 



５ページをご覧願います。 

「一般会計」の「事業一覧」を「陸前高田市まちづくり総合計画」の基本目標、基

本政策ごとに、事業名と予算額を１０ページまで掲載しておりますのでお目通し願い

ます。 

 

１１ページをご覧願います。 

「６ 令和６年度各会計予算（案）」でありますが、一般会計や、国保会計、後期高

齢者医療、及び、介護保険までの３つの、特別会計を合わせた全会計の予算総額は、

２２１億８,８８７万２千円となったところであります。 

 

１２ページをご覧願います。 

「７ 令和６年度一般会計予算（案） 歳入歳出の内訳」でありますが、主な項目

の金額と増減理由を申し上げます。 

（１）歳入の自主財源のうち、「１ 市税」は、１８億６,９０７万９千円、対前年

度比０.１％の増で、市たばこ税などの増によるもの。 

「３ 使用料及び手数料」は、2億３,７８８万２千円、対前年度比１.８％の増で、

市営住宅使用料の増などによるもの。 

「４ 財産収入」は、１億８,２５２万円、対前年度比３７.３％の増で、土地売払

収入の増などによるもの。 

「６ 繰入金」は、２９億５,２９４万１千円、対前年度比４２.３％の増で、財政

調整基金繰入金の増などによるもの。 

 

依存財源のうち、「１ 地方譲与税」は、１億６,７００万円、対前年度比６.５％の

増で、森林環境譲与税の増などによるもの。 

「９ 地方交付税」は、５３億２,２０６万８千円、対前年度比１.６％の減で、震

災復興特別交付税の減などによるもの。 

「１１ 国庫支出金」は、１９億５,７０６万８千円、対前年度比４.５％の減で、

社会資本整備総合交付金の減などによるもの。 

「1２ 県支出金」は、１４億６,４１６万５千円、対前年度比３.１％の増で、企業

立地奨励補助金の増などによるもの。 

「１３ 市債」は、１１億３,２００万円、対前年度比３０.８％の増で、消防施設

整備事業債の増などによるものであります。 

 

１３ページをご覧願います。 

（２）歳出 ア 目的別であります。主な増減理由を申し上げます。 

 

「１ 議会費」、対前年度比△１.９％の減は、議員定数の減少に伴う、議会議員報

酬の減などによるもの。 



「２ 総務費」、１５.１％の増は、立地企業への企業立地促進補助金の増などによ

るもの。 

「３ 民生費」、３.５％の増は、障がい者自立支援給付事業費の増などによるもの。 

「４ 衛生費」、２２.０％の増は、陸前高田斎苑火葬炉等改修工事費の増に伴う、

斎苑維持管理事業費などの増によるもの。 

「５ 労働費」、１３.０％の増は、勤労者自動車資金預託金の増に伴う、労働諸費

事務費の増によるもの。 

「６ 農林水産業費」、１８.５％の増は、味米橋（味米線）橋梁補修工事の増に伴

う、林道管理事業費の増などによるもの。 

「７ 商工費」、１９.８％の増は、黒崎温泉分湯用貯湯槽設置等工事費の増に伴う、

観光物産施設管理事業費の増などによるもの。 

「８ 土木費」、△８.２％の減は、市営住宅基金積立金の減に伴う、市営住宅維持

管理事業費の減などによるもの。 

「９ 消防費」、６０.９％の増は、いわて消防指令センター総合整備事業工事費負

担金の増に伴う、いわて消防指令共同化推進事業費の増などによるもの。 

「１０ 教育費」、△２.５％の減は、小学校改修事業費などの減によるもの。 

「１１ 災害復旧費」は、増減ありません。 

「１２ 公債費」、△１.５％の減は、長期債償還元金などの減によるもの。 

「１３ 諸支出金」、△６.１％の減は、県収入証紙購入費の減によるものでありま

す。 

 

１４ページをご覧願います。 

「イ 性質別」でありますが、お目通し願います。 

 

１５ページをご覧願います。 

「８ 予算規模の推移」でありますが、お目通し願います。 

 

「９ 市債残高の推移」でありますが、一般会計における年度末市債残高の令和６

年度は、１２１億７,０６９万８千円で、前年度から３１７万５千円の減となったも

のであります。 

 

「１０ プライマリーバランス及び実質公債費比率の推移」でありますが、令和６

年度のプライマリーバランスは、７,２５９万円のプラスとなっております。 

 

１６ページをご覧願います。 

「１１ 令和６年度当初予算（案） 主な新規予算項目」でありますが、「陸前高田

市まちづくり総合計画」の基本目標・基本政策ごとに、主な新規予算項目などをまと

めたものになります。資料の左端の数字は、基本目標番号、左から２つ目の数字は、



基本政策番号でありますが、基本政策番号により新規項目の一部をご説明いたします。 

中欄の「１２ 安心して子どもを産み育てられる環境を整える」の政策におきまし

ては、「子どもの未来応援事業」の実施により、子どもの居場所づくり等を行う団体を

対象に、活動費の一部を支援し、子育て環境の更なる充実を図るものであります。 

「１７ 共生のまちづくりを推進する」の政策におきましては、「介護・障がい施設

職員奨学金返還支援事業」の実施により、市内の介護・障がい施設で働く職員の奨学

金に係る費用の一部を支援することにより、新たな人材育成や、人材の確保を図るも

のであります。 

「２６ 水産業の振興を図る」の政策におきましては、「元気な水産業振興プロジェ

クト事業」の実施により、昨年から試験養殖を開始したサーモンの養殖場に係る周辺

海域の環境調査を実施することにより、環境への影響を確認するものであります。 

「２９ 地域資源を活かした観光振興を推進する」の政策におきましては、１７ペ

ージをご覧願います。 

上から２つ目の「交流人口拡大事業」では、県立高田高等学校の生徒が、米国クレ

セントシティ市を訪問し、国際交流を経験するための経費を支援することにより、国

際的な人材の育成を推進してまいります。 

その他の主な新規予算項目につきましては、お目通し願います。 

 

以上で、令和６年度「当初予算（案）の概要」の説明を終わります。 

 

【質 疑】 

質 問） 

一般会計の令和６年度当初予算が増額しましたが、主な要因は立地促進補助金の３

億円が大きな割合を占めると思いますが、その他の具体的な要因について教えてくだ

さい。 

また、当初予算の歳入内訳のうち、繰入金と市債が前年度比でかなり増えています。

この繰入金は財調が多いと思われますが、財調取り崩し額と令和６年度末の残高見込

みをお示しいただきたいです。市債は、消防施設事業債の増と伺いましたが、その内

容について具体的に説明をお願いします。 

財政課長） 

総額の７．１％増の要因につきましては、資料４の１３ページの目的別対前年度比

較欄をご覧ください。それぞれ款ごとに増額の内訳が記載されておりますが、この中

で大きい要因が２款の総務費で５億６，０００万円の増があります。主な要因として、

企業立地の奨励に係る補助金で３億円を計上しています。また、財産管理事務費の中

に旧矢作小学校の校舎及び体育館の解体工事費を２億数千万円ほど計上しており、合

わせて５億６千万円の増という内容となっています。 

また、３款の民生費につきましては、１億２，３００万円の増で、主に扶助費の増

によるものです。障害者自立支援給付事業費の給付費が伸びている実態があり、それ



らの要因で増額となっています。 

４款の衛生費も２億２，０００万円ほど増えておりますが、陸前高田斎苑の長寿命

化に係る改修工事を予定しているものであり、１億７，４００万円を計上しています。 

また、９款の消防費は２億７，０００万円ほどの増で、１０消防本部が盛岡市で指

令業務の共同化を進めており、その整備工事の本格化に伴い、工事費の負担金として

１億４，４００万円を計上したため、前年度よりも負担金の増となっています。さら

に、新たに消防ポンプ自動車を１億１，０００万円ほどで整備する予定であり、対前

年比で６千５百万円ほど増額となります。消防費が合わせて２億７千万円ほど増えて

おり、これが主な増の要因となっているところでございます。 

続きまして、繰入金ですが、主に財政調整基金の繰入金になります。令和６年度の

財政調整基金繰入金の総額は８億円を予定しており、前年度が５億５，０００万円で

したので、２億５，０００万円ほど財調の繰入額が増えたという現状です。この繰り

入れ後の令和６年度末の財調の残高見込みは、約５１億円になる予定です。 

続きまして、市債について、主に消防施設の整備事業債が増えたというご説明をさ

せていただきました。消防通信指令の工事費負担金等が大幅に増額となったため、起

債額も増えているものでございます。 

 

質 問） 

企業立地促進補助金について、どのような企業にどの程度交付される予定なのか、

具体的に教えてください。 

地域振興部長） 

株式会社ボンマックスが現在竹駒町に物流倉庫の整備を進めており、今年度末に完

成、来年度の７月に操業開始予定としております。それに対して、総額３億円の補助

をするものです。 

質 問） 

この１社のみということでしょうか。 

地域振興部長） 

はい。 

 

質 問） 

予算の増は、長期的な施策によるものではなく、令和６年度のみの特殊要因による

ものでしょうか。 

財政課長） 

令和６年度は７．１％、１１億円と比較的大きな増額と認識しておりますが、内容

は、補助金や長寿命化の改修工事など一過性のものであり、それが大きな要因である

ため、この予算規模が来年度以降も継続されるとは認識しておりません。 

質 問） 

予算規模は、長期的に少し下振れしていくということでしょうか。 



財政課長） 

再来年度以降の予算規模は、現時点で見込めていないため、方向性をお答えするこ

とは難しいですが、この令和６年度と比較して、大規模改修工事は今のところ予定し

ていないため、大きく膨れていくという想定はありません。 

 

質 問） 

新規事業等について、市としての特記の取り組みがあれば教えてください。 

また、実質的に市長ご自身の予算は初めてだと思いますが、当初予算に公約関連で

盛り込んだ内容があれば教えてください。 

財政課長） 

新規事業項目からお話をさせていただきます。 

４の子どもの未来応援事業費は、子育て支援施策の充実を図るものです。本市にお

きましては、これまで給食費の無償化を実施していますが、新たに子どもの居場所づ

くり等活動支援事業費を盛り込みました。保育所管理運営事業費におきましては、保

育所の米飯の提供を開始するなど、子育て施策の充実を大きく掲げさせていただきま

した。 

また、５の介護・障がい施設職員奨学金返還支援補助金については、奨学金を借り

ている介護・障がい施設の職員を支援する新規の事業を立ち上げました。全国的に担

い手の確保が難しいと言われる分野のなかで、このような施策を展開することで、人

材の育成、確保が図られると言った、まさに人材への投資という観点から、本市で新

規事業として立ち上げをさせていただきました。 

クレセントシティ市関連の補助についても、地元の高校生が国際的な感覚を持って、

世界で活躍できるような人材になっていただくといった、まさに人への投資という観

点で、今回、補助金としての予算計上させていただいております。 

これらの子ども施策や人材育成、人材確保などの視点から新規項目を複数盛り込み、

計上させていただきました。 

市 長） 

私の公約に係る予算について、公約自体が４年という任期中の約束のため、今回の

予算で全てを反映したものではありませんが、給付型奨学金につきましては、来年度

から本格的に給付が始まるため、その予算はしっかりとつけました。 

また、公約という観点ではありませんが、子育て支援の予算や人材関係の予算につ

きましては、各分野で予算措置を行いました。 

 

質 問） 

性質別予算ですが、義務的経費の人件費の増額要因について教えてください。 

 

財政課長） 

人件費の増額ですが、主な要因は、今年度に会計年度任用職員の勤勉手当が新たに



支給になるという制度改正がありましたが、来年度予算では、その分を当初予算から

盛り込んで計上しているため、その増が要因の一つになっています。 

総務部長） 

職員数の増はありませんが、これまで災害復旧関係で派遣職員や任期付き職員が従

事していた部を正規職員や会計年度任用職員に置き換えているところもありますので、

その分が人件費に反映されている部分もあります。 

 

質 問） 

当初予算の総額が増加に転じたことは、何年度ぶりになりますか。 

財政課長） 

当初予算の推移ですが、平成３０年度の８９０億円から徐々に減少を重ね、令和６

年度で７．１％の増に転じたという状況です。平成３０年度以前は、震災の復旧事業

が多数あったため、予算は事業に応じて増減が波打って計上されました。 

 

質 問） 

今回、新規事業で津波避難シミュレーション分析費がありますが、これは具体的に

どのような部分に予算がかかるのか教えてください。 

防災課長） 

今年度から津波の避難計画を新たに策定するため、有識者会議を立ち上げ、様々な

議論しております。その会議のなかでも、「東日本大震災から高齢化も進んでいる現状

で今後の避難手段として車避難は避けては通れないが、手放しで認めてしまうと渋滞

等で救える命も救えなくなってしまうのは本末転倒だ」と議論されておりました。そ

のため、来年度は、例えば住民のみならず、道の駅や海水浴場など外部から多くの人

がいらっしゃった時に車避難をした場合の混雑状況、あるいは中心市街地や嵩上げ地

等でどれぐらいの車を走らせると街の中で渋滞が起こるのか、あるいはどこの場所が

その渋滞を起こしてしまう原因となるのかということを見える化するため、来年度は

具体的にシミュレーションを行っていきます。シミュレーションの結果を見ながら、

車避難の一定の方向性を新年度に出していきたいという目的で行うことを考えており

ます。 

質 問） 

これはコンピューター上のシミュレーションではなく、実際に避難訓練のような形

で人や車を動かして行うことを想定していますか。 

防災課長） 

まずは、一般的にシミュレーションするソフトに人数や車のスピードなど様々な内

容を計算させた上で、どのような状況になるのかシミュレーションします。その結果

後に、例えば本当に計算したとおりになるのかという検証段階では、実際に人や車を

動かすこともあり得るかと思いますが、今の段階ではコンピューターでどのような結

果を弾き出すのかということを目的にしております。 



質 問） 

脇之沢漁港の情報カメラ設置工事費について、この情報カメラの用途を教えてくだ

さい。 

水産課長） 

脇之沢漁港の利用調整施設に、遊漁船やプレジャーボートを係留する施設があり、

その利用者が波の高さの状況などを２４時間リアルタイムで情報を入手することがで

きるカメラを設置するものです。 

質 問） 

このカメラは防災的な意味合いもありますか。 

水産課長） 

船の避難の目安という観点では防災的な意味合いもあるかと思いますが、基本的に

は利用者が船等を適切に管理するための情報を入手するものと捉えております。 

 

質 問） 

スポーツ交流推進事業費の高校生ダンスＡＷＡＲＤについて、以前に野外音楽堂の

開場の際に少しお話が出ていましたが、正式開催が決まったということでしょうか。 

スポーツ交流推進室長） 

正式に開催するということで、今準備を進めております。その開催にあたり、今回

は補助金４００万円ほど措置しています。時期は９月下旬を予定しており、会場は野

外音楽堂で、雨天の場合は夢アリーナたかたで開催します。東北管内のダンスの部活

がある高校に各県の教育委員会を通じて、参加の依頼などの準備を進めております。 

 

質 問） 

提出議案のなかで副市長人事に関する議案がありませんが、どのような見通しにな

っているのかお示しください。 

また、旧矢作小学校の解体工事費について、これまでの経過と解体のスケジュール、

解体後の跡地利用の方針を現時点であれば教えてください。 

総務部長） 

副市長人事案件につきましては、相手方との調整が整い次第、議案として提出する

予定ですが、現時点では調整が整っていないため、まだ議案としては出しておりませ

ん。 

財政課長） 

旧矢作小学校の解体工事費について、小学校の校舎と体育館の２つの解体を予定し

ているものでございます。矢作小学校につきましては、平成２３年の３月に生出小学

校、矢作小学校、下矢作小学校が統合となり、今の矢作小学校になったことに伴い、

旧矢作小学校は空き校舎となった経緯があります。震災後、ボランティアの方々が本

市で宿泊する場所がないという状況下でありましたので、平成２５年の７月から二又

復興交流センターとして簡易宿泊施設の運営を始めました。その後、令和２年９月１



日からは新型コロナウイルス感染症に感染された家族の緊急預かり事業として、当該

施設を避難先に指定して運営してきたこともございます。受け入れ人数はありません

でしたが、そのような体制を整える施設として活用を図ってきました。令和３年３月

に条例を廃止し、今は未利用の状態が続いており、物資の保管倉庫といった現状です。

来年度に解体費用を予算計上しましたが、その後の利活用につきましては、地域住民

と話をさせていただきながら、方針を決定してまいりたいと思っております。これま

で市政懇談会や市民の皆様のご意見を伺ったなかでは、例えば矢作コミュニティセン

ターの場所が高台にあり、なかなか大雨の際に避難するにも、徒歩では難しいという

お話を伺ったこともございます。また、現在も運営しております二又診療所もそれな

りの年数が経っている建物であり、今後この施設をどうしていくのかとか、矢作分団

第一部消防屯所から、河川の氾濫のおそれがある場合には、川を跨いで出動できない

という状況があるというお話も伺っておりますので、これらの公共施設のあり方も地

域の皆様とどのようにしていくのか決定してまいりたいなと思っております。そのた

め、現在市としての確定の方向性はございませんので、令和６年度の解体事業を進め

ると並行して地域住民と話し合いをさせていただきながら、方針やスケジュール、そ

して財源の確保等々、総合的に検討を重ねていきたいと考えているところでございま

す。 

質 問） 

副市長人事について、今の時点ではお答えしかねるということですが、今定例会に

提出するかどうかということも言うことは難しいのでしょうか。 

総務部長） 

人事に関係するため、今現在ではっきりお答えしかねます。議会の方には追加提案

があるときは、改めてご相談いたしますというお願いはしております。 

参考までに、前回は最終日の本会議直前に議会運営委員会開いていただきまして、

人事案件を議案としてそこで初めて提出したというような状態でしたので、今回も相

手方の調整が整い次第、議会には議会運営委員会を開いていただいて、議案として出

したいというような形で考えてございますが、今時点でいつということは言えないと

いうところでございます。 

質 問） 

旧矢作小学校ですが、解体自体は６年度中に終わる予定なのでしょうか。 

また、６年度中に市として跡地の活用方針を固めていく見通しなのでしょうか。 

財政課長） 

解体につきましては、令和６年度中に解体工事は全て完了する予定にしてございま

すので、令和６年度中に建物等は無くなる予定としています。 

活用の方向性の決定につきましては、地域住民と令和６年度のできる限り早い段階

でと考えておりますが、慎重に話し合いを重ねながらご理解をいただいていきたいと

思っております。 

 



質 問） 

補正予算について、補正の理由で電気量の減という表記が結構見受けられますが、

これはどのような要因があったのか教えてください。 

財政課長） 

今回の３月補正におきましては、電気量の減は相当数の事業で今回減額補正を計上

させていただいています。この理由につきましては、令和５年度当初予算を計上する

際に、まさに電気料が高騰を続けている状況の中での予算編成だったため、予算不足

を起こさない最大限の金額で当初予算を組ませていただきました。令和５年度に入っ

た後に電気料の高騰が落ち着き、当初計上していた金額よりも低い執行で抑えられて

いるため、予算の残分を今回の補正で落とさせていただいているものです。 

 

質 問） 

先ほど一般会計の増額が何年ぶりだという質問があったと思いますが、何年ぶりと

お答えされましたか。 

財政課長） 

先ほど何年度と申し上げておりませんでしたが、平成３０年度以降初めて上がった

ということになります。 

質 問） 

平成３０年度に上がり、それ以降はずっと下降だったということですか。 

財政課長） 

はい。 

 

質 問） 

副市長人事ですが、市長から時期も含めて任命についてのご所見をお願いします。 

市 長） 

今度の議会における副市長人事の件については、先ほど総務部長から申し上げたと

おりですが、いずれにしても副市長が欠員という状態は、一日も早く解消し、しっか

りと副市長に来ていただいて、仕事をしていただくという体制をできるだけ早く取り

たいと思っています。 

 

質 問） 

当初予算の新規予算項目の中で、子どもの居場所づくり等活動支援補助金について、

これはどのような子ども対象にし、居場所作りとはどのような内容で、団体はどのよ

うなところを想定しているのか、具体的にお願いします。 

 

福祉部長） 

子どもの居場所づくり等活動支援補助金につきましては、新規事業として今回上程

しました。居場所づくりを行う団体は特段設定なく、例えば地域のコミュニティが行



うことも可能としております。実際、居場所づくりは様々な要件があると思いますが、

実施回数等できるだけ緩くしながら、定期的に、特に土日とかに開催していただける

ような居場所づくりに補助をするような考え方でおります。開催頻度等によって、１

０万円から３０万円までと金額が異なりますが、市内各地にそのような活動団体が増

えていくような形を取りたいと考えている事業でございます。 

質 問） 

コミュニティなどが土日等のイベント開催に補助をするということですか。 

福祉部長） 

できる限り毎月とか毎週などで開催いただき、例えば、毎月の第何土曜日とか日曜

日に行い、年１０回や１２回で行っていただけるようであれば、それは対象にしたい

と考えています。 

質 問） 

例えば小中学生とか高校生でとか区分されることもありますか。 

福祉部長） 

今のところ１８歳以下であれば可能と考えてます。 

 

 

⑵ 令和６年５月までの行事予定について 

政策推進室長） 

資料の４のなかで、これまで開催されているものではなく、新しいものについてご

説明をさせていただきます。 

 

２月２３日（金）に外国人との防災を通じた交流会を開催します。外国人との相互

理解を深めながら、自助力と共助力の向上を図るために、市内在住外国人から学ぶ講

演会、やさしい日本語による防災学習会並びに避難訓練を兼ねた交流会を開催します。

日時及び場所は、２月２３日祝日、第１部は午後１時から午後３時まで、市民文化会

館奇跡の一本松ホールで行います。第２部は午後３時から午後４時半まで、市民文化

会館から本丸公園です。プログラムは、第１部は講演会と学習会、第２部は避難訓練

を兼ねた交流会で本丸公園まで徒歩で移動しながら交流します。主催は市の国際交流

協会となっております。 

 

３月１７日（日）にさくらプロジェクト協議会と連携した小学校卒業記念植樹会を

開催します。市では、日本さくらの会の「宝くじ桜寄贈事業」により寄贈いただいた

桜の植樹会を陸前高田市さくらプロジェクト協議会と連携して植樹会を開催します。

日時は３月１７日（日）の午前１０時から、会場は川原川公園、市民文化会館の駐車

場付近です。内容は、市内小学校の今年度卒業する６年生、最大１００名程度で桜の

苗木の植樹を行うものです。実施体制としては、さくらプロジェクト協議会と市建設

業協会のご協力をいただいて実施します。 



５月５日（日）奇跡の一本松ホール開館５周年記念「ＮＨＫのど自慢」です。この

イベントにつきましては、市民文化会館の開館記念として予定しておりましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響により延期・中止となり、今回ようやく開催の運びと

なりました。日時は５月５日（日）、午前１１時５０分の開演ということでございます。

会場は奇跡の一本松ホール、主催はＮＨＫ盛岡放送局と市です。出演予定は前の日に

予選をし、通過した２０組程度の皆さんです。ゲストは稲垣潤一さん、山内惠介さん

です。出場申し込みは３月２９日まで、観覧の申し込みはＮＨＫの専用申し込みサイ

トからで、締切は４月５日までです。 

 

【質 疑】 

質 問） 

外国人との交流会について、避難訓練を兼ねた交流会ということですが、外国人を

対象にした行事ということでしょうか。 

観光交流課長） 

第１部の講演会及び学習会に参加した市内在住の外国人を対象とした避難訓練であ

り、奇跡の一本松ホールから本丸公園の広場まで上がり、そこで交流会を行うという

内容で協会が最終の調整を行っております。日本人の参加も差し支えございません。

なかなか外国人が緊急時の避難に苦労をしているというお話もありましたので、その

なかで「やさしい日本語」を使いながら、安全に避難をしていただくということを目

的に開催するものでございます。 

 

質 問） 

震災追悼式の追悼の言葉は、誰が述べる予定でしょうか。 

福祉部長） 

式辞、追悼の言葉等については、遺族代表という形ではなく行います。 

 

質 問） 

現在、陸前高田市に住民登録している外国人はどのくらいでしょうか。 

観光交流課長） 

約１８０人、人口の１％程度と確認しております。 

 

質 問） 

追悼式について、この次第はここ数年と何か違いはありますか。 

また、遺族代表以外の方ではない方が追悼の言葉をお述べになるということですけ

ど、どういった性格の方なのか教えてください。 

福祉部長） 

追悼の言葉は議長が行います。式次第の変化等はございません。市が主催する追悼

式で、代表献花の後にご来賓、ご参列者が献花を行うという流れはここ数年変化はあ



りません。 

質 問） 

式辞は市長が読み上げ、追悼の言葉は行政の方が読み上げるという理解でよろしい

ですか。 

福祉部長） 

はい。 

 


